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広報 

●特集「農」のカタチ 
●17年度井川町スポーツ栄光賞が決まる

主な内容

・特集〝農〟のカタチ………………

・17年度井川町スポーツ栄光賞……

・公民館だより・花いかだ　…………

・まちの話題…………………………

・くらしの情報、見てみて、みんなの広場

P２～７

P９

P11

P12 ～13

P14 ～20

「たまねぎ、目にしみるっ！」「たまねぎ、目にしみるっ！」「たまねぎ、目にしみるっ！」「たまねぎ、目にしみるっ！」
２月８日、こどもセンターでは 5歳児を対象２月８日、こどもセンターでは 5歳児を対象

とした食育教室が行なわれました。とした食育教室が行なわれました。

色とりどりのエプロン姿に身をつつんだ園児色とりどりのエプロン姿に身をつつんだ園児

たちはたちは町食生活改善グループ会員の手ほどき町食生活改善グループ会員の手ほどき

を受けながらを受けながらカレーライスづくりに取り組みカレーライスづくりに取り組み

ました。みんなおいしくできたかな？ました。みんなおいしくできたかな？
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今後 5～ 10 年を見通した農業経営について、あなたは

どのようにしたいと考えていますか？

「井川町農家意向調査」集計結果から
（H17 年９月・井川町産業課調べ）

町に農業の受託組織ができた場合、その組織に水田の

委託を希望しますか？

１ 希望する ……………… 291 件（57.4％）

２ 希望しない …………… 216 件（42.6％）

2

全面積を委託したい
　　　　22.4%

縮小したい
　　1.8％

現状維持
　63.5％

拡大したい
　　7.6％

水田を売却したい
　　　　4.8％

特
集
特
集

「「
農農
」」のの
カ
タ
チ

カ
タ
チ
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町
土
の
３
割
弱
は
農
用
地

本
町
の
地
勢
は
出
羽
丘
陵
か
ら
八
郎
潟

残
存
湖
に
注
が
れ
る
井
川
に
沿
っ
て
拓
け

て
い
ま
す
。
町
の
東
部
は
波
状
形
で
小
起

伏
の
多
い
台
地
を
な
し
、
西
部
は
八
郎
湖

沿
岸
一
体
に
広
が
る
平
坦
な
沖
積
低
地
を

な
し
て
お
り
、
古
来
か
ら
農
業
を
基
幹
と

し
て
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

町
の
農
用
地
面
積
は
１
、３
１
０
㌶（
樹

園
地
含
む
）
で
町
土
面
積
の
約
27
㌫
を
占

め
、
う
ち
水
田
面
積
は
農
用
地
面
積
の
約

９
割
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
稲
単
一
の

農
業
形
態
と
し
た
も
の
で
す
。

農
家
人
口
が
減
少
、

農
業
離
れ
が
顕
著
に

表
１
は
農
家
人
口
と
農
業
就
業
者
数
の

推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

る
と
昭
和
30
年
の
井
川
村
発
足
当
初
、
総

人
口
に
対
す
る
農
家
人
口
は
約
９
割
を
占

め
、
ま
た
農
業
就
業
率
は
47
・
２
㌫
と
住

民
の
約
半
数
が
農
業
に
専
属
的
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
50
年
代
以
降
は
町
の
総

人
口
に
占
め
る
農
業
就
業
率
は
15
㌫
前
後

で
推
移
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
主

な
要
因
の
一
つ
と
し
て
は
昭
和
45
年
か
ら

実
施
さ
れ
た
減
反
政
策
が
少
な
か
ら
ず
影

響
を
お
よ
ぼ
し
て
お
り
、
よ
り
安
定
か
つ

高
収
入
を
得
よ
う
と
農
業
以
外
に
収
入
を

求
め
る
動
き
が
町
内
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
し
た
。

米
の
生
産
調
整
が
実
施
さ
れ
た
当
時
の

様
子
を
井
川
町
史
・
続
巻
（
平
成
17
年
発

刊
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
国
に
よ
る
食
糧
管
理
制
度
下
に

お
い
て
米
の
生
産
及
び
流
通
が
一
元
一
括

管
理
さ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。
こ
れ
以

降
、農
業
は
「
作
れ
ば
売
れ
る
時
代
か
ら
、

質
が
求
め
ら
れ
る
時
代
」
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

「
農
」
か
ら
工
業
の
時
代
へ

米
の
生
産
調
整
ス
タ
ー
ト
以
後
は
日
本

全
体
が
高
度
成
長
期
を
む
か
え
、農
業（
第

一
次
産
業
）
か
ら
工
業
な
ど
の
第
二
次
産

業
へ
の
労
働
力
の
流
出
が
顕
著
と
な
り
ま

し
た
。
井
川
町
に
お
い
て
も
昭
和
40
年
代

後
期
か
ら
「
農
工
一
体
」
を
掲
げ
た
工
業

団
地
の
造
成
に
着
手
。
雇
用
の
場
を
創
出

し
て
住
民
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
第
一
義
と
し
た
施
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
県
都
・
秋
田
市
に
近
く

就
労
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
兼
業
化
に

よ
り
拍
車
を
か
け
た
の
で
し
た
。

表
２
は
農
家
の
専
業
及
び
兼
業
の
動
向

を
数
字
で
表
し
た
も
の
で
す
が
、
昭
和
40

年
代
以
後
、
専
業
的
に
農
業
に
従
事
す
る

農
家
が
激
減
し
、
農
業
所
得
を
主
と
す
る

第
１
種
兼
業
か
ら
次
第
に
農
外
所
得
を

主
と
す
る
第
２
種
兼
業
へ
と
変
せ
ん
を
た

ど
っ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

核
家
族
化
、
農
家
離
れ
が
進
む

ま
た
、
同
じ
く
表
２
か
ら
町
の
農
家
世

帯
も
半
世
紀
で
半
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
昭
和
30
年
の
村
の
総
世
帯
数

１
、１
９
１
世
帯
に
対
し
て
農
家
戸
数
は

１
、０
２
０
世
帯
で
86
㌫
が
農
家
で
し
た

が
、平
成
17
年
に
は
総
世
帯
数
１
、６
１
５

世
帯
に
対
し
て
農
家
５
７
３
世
帯
と
36
㌫

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

町
の
１
世
帯
あ
た
り
の
構
成
人
数
を
国

勢
調
査
数
値
を
も
と
に
算
出
す
る
と
、
昭

和
30
年
の
平
均
６
・
５
人
に
対
し
て
、
平

成
17
年
で
は
平
均
３
・
６
人
に
ま
で
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
町
内
の
相
当
数
の
家
庭
で
家
族
構
成

が
３
世
代
家
族
か
ら
２
世
代
へ
と
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
核
家
族

化
や
農
外
就
労
に
よ
っ
て
農
業
の
担
い
手

不
足
が
、
よ
り
一
層
深
刻
な
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（表１）農家人口・農業就業者数の推移

総 人 口 農家人口
農　　業
就業者数

人口に対する
農業就業率

昭和 30 年 7,763 6,956 3,663 47.2％

昭和 40 年 7,030 6,130 2,125 30.2％

昭和 50 年 6,427 5,093 1,130 17.6％

昭和 60 年 6,316 4,558 931 14.7％

平成 ２ 年 6,294 4,220 998 15.9％

平成 ７ 年 6,208 3,757 864 13.9％

平成 12 年 6,116 3,292 907 14.8％

平成 17 年 5,847 ※未確定 821 14.0%

（資料：総人口／国勢調査、農家人口ほか／農林業センサス）

（表２）専業及び兼業農家の動向
農　家
世帯数

専業・兼業農家の内訳

専  業 第１種兼業 第２種兼業

昭和30 年 1,020 423（41.5％） 418（41.0％） 179（17.5％）

昭和 40 年 1,051 97 （ 9.2％） 598（57.0％） 356（33.8％）

昭和 50 年 1,010 22 （ 2.2％） 197（19.5％） 791（78.3％）

昭和 60 年 952 32 （ 3.4％） 210（22.0％） 710（74.6％）

平成 ２ 年 885 49 （ 5.5％） 127（14.4％） 709（80.1％）

平成 ７ 年 807 44 （ 5.5％） 115（14.3％） 648（80.3％）

平成 12 年 649 53 （ 9.5％） 81（12.5％） 515（79.4％）

平成 17 年 573 69（12.0％） 79（13.8％） 425（74.2％）

（資料：農林業センサス／平成 12年・17年の数値は販米農家のみ）

米
作
り
史
上
、
か
つ
て
例
を
見
な
い
生

産
調
整
（
減
反
）
に
つ
い
て
農
家
、
農
業

団
体
、
地
方
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
反

対
の
声
が
あ
が
っ
た
が
、
食
管
制
度
を
守

る
と
い
う
大
儀
か
ら
最
終
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
対
応
、
奨
励
制
度
な
ど
の
条
件
に

つ
い
て
確
認
し
た
。（
略
）

こ
う
し
て
昭
和
四
十
五
年
産
か
ら
米
の

生
産
調
整
は
実
施
さ
れ
、（
略
）
お
よ
そ

三
五
年
間
、
平
成
十
六
年
度
も
大
幅
な

転
作
率
の
も
と
減
反
が
続
く
こ
と
に
な
っ

た
。戦
後
の
増
産
運
動
か
ら
一
転
し
て「
減

反
」
と
い
う
農
政
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

特 集 「農」のカタチ －現在の農村のすがたとこれからの町の農業－



4

農
業
の
担
い
手
不
足
が
よ
り
深
刻
化

下
記
の
参
考
資
料
は
町
で
実
施
し
た

「
農
家
意
向
調
査
」
の
集
計
結
果
で
す
。

こ
の
意
向
調
査
は
町
内
の
水
田
を
所
有

す
る
農
家
（
専
業
・
兼
業
不
問
）
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
で
、
対
象
件
数
９
１
８

件
の
う
ち
５
７
３
件
（
回
答
率
62
・
４
㌫
）

の
回
答
を
得
た
も
の
で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
特
に
注
目
す

べ
き
項
目
は
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手
と

な
る
後
継
者
に
つ
い
て
の
設
問
で
す
が
、

半
数
近
く
の
農
家
で
後
継
者
は
「
在
宅
で

他
産
業
へ
就
労
し
、
現
在
は
農
作
業
に
あ

た
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
う
ち
の
４
割
が
「
将
来
的
に
も
農
業
は

や
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら

後
継
者
不
足
が
よ
り
深
刻
な
状
況
に
あ
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

【参考資料】 井川町農家意向調査
■実施時期　平成 17年９月調査　
■調査対象　井川町内に住み、水田を所有する農家
■対象件数　918件　
■回答件数　573件（回答率 62.4％）

○現在の農業形態について

１ 専業農家 …………………………………61件（11.2％）
２ 第一種兼業農家（農業所得が主）………83件（15.2％）
３ 第二種兼業農家（農外所得が主）…… 401件（73.6％）

○現在の水田所有面積について　【自作地の平均面積　183㌃】

○後継者について

ア・家にいて農業だけに従事している……16件（ 3.1％）
イ・家にいて農業以外の仕事をしているが、
農作業もしている…………………… 135件（25.7％）

ウ・家にいて農業以外の仕事をしており、
農業はしていない…………………… 249件（47.4％）

①将来は農業を継ぐ予定である ……… 15件（  6.4％）

②将来も農業をやらない ……………… 94件（39.8％）

③まだ決めていない ………………… 127件（53.8％）

エ・家を出て他の場所で仕事をしている… 125件（23.8％）

①将来は戻って農業を継ぐ予定である 15件（12.0％）

②将来は戻るが農業はやらない ……… 19件（15.2％）

③将来とも戻る予定はない …………… 27件（21.6％）

④まだ決まっていない ………………… 64件（51.2％）

○将来農業に従事していく場合、水稲以外にどんな作物等に
取り組みたいですか

１ 畜　　産（牛・豚・鶏）………………… 6件（  3.7％）
２ 路地野菜 …………………………………98件（60.9％）
３ 施設野菜 …………………………………37件（23.0％）
４ 施設花き …………………………………15件（  9.3％）
５ 果　　樹 ………………………………… 5件（  3.1％）

※集計数値は無記入回答などにより、必ずしも回答件数とは一致しない

4
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将
来
の
地
域
農
業
の
担
い
手
・
認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

特 集 「農」のカタチ －現在の農村のすがたとこれからの町の農業－

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
意
欲
を
持
っ
た

農
業
者
が
自
ら
の
経
営
を
改
善
・
向
上
さ
せ

る
た
め
に
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」

を
町
が
認
定
し
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
関
係
機
関
や
団
体

が
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」と
ど
ん
な
計
画
？

農
業
経
営
改
善
計
画
と
は
経
営
規
模
や
所

得
、
労
働
時
間
を
数
字
で
表
し
な
が
ら
、
農

家
経
営
の
現
状
を
点
検
し
、
５
年
後
の
経
営

目
標
と
達
成
に
向
け
た
方
策
を
具
体
化
す
る

計
画
で
す
。

意
欲
の
あ
る
人
が
認
定
の
対
象
で
す

認
定
農
業
者
は
個
人
だ
け
で
な
く
法
人
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
新
規
就
農
を
め
ざ

す
方
や
兼
業
農
家
の
方
、
農
地
を
持
た
な
い

畜
産
農
家
、
施
設
園
芸
を
営
む
農
家
の
方
な

ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
計
画
は
町
の
農
業
総
合
指

導
セ
ン
タ
ー
等
で
指
導
や
助
言
を
受
け
な
が

ら
作
成
で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
個
々
の
計

画
を
町
の
基
本
構
想
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
「
達
成
で
き
る
計
画
か
ど
う
か
」
を
判
断

し
、
認
定
さ
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
様
々
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
主
な
支
援
の
内
容
】

①
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
用
地
の
利
用
集
積

の
支
援

②
税
制
上
の
特
例
（
割
増
償
却
制
度
な
ど
）

③
農
林
漁
業
金
融
公
庫
な
ど
か
ら
の
融
資
の

配
慮

④
経
営
相
談
や
経
営
分
析
、
認
定
農
業
者
相

互
の
交
流

⑤
経
営
管
理
能
力
の
向
上
に
向
け
た
講
習
会

⑥
経
営
改
善
の
た
め
の
情
報
提
供

古
き
よ
き
農
村
社
会
の
姿
を
思
い
浮
か

べ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
大
家
族
の
絆
が
あ

り
、
隣
近
所
の
交
流
が
あ
ふ
れ
、
集
落
の

つ
な
が
り
が
地
域
社
会
全
体
を
活
性
さ
せ

る
ほ
ど
の
力
強
さ
に
満
ち
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
資
本
整
備
が
進
み
、
生
活
環
境
基

盤
関
連
の
整
備
も
一
定
水
準
を
満
た
し
て

い
る
現
状
で
、
純
農
村
地
域
と
し
て
発
展

し
て
き
た
本
町
に
お
い
て
も
、
後
継
ぎ
と

な
る
若
年
世
代
を
中
心
に
都
市
型
生
活
に

傾
向
し
、
個
性
や
価
値
観
の
多
様
性
が
複

雑
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

個
人
志
向
型
の
現
代
社
会
の
な
か
で
、

農
業
と
共
に
地
域
に
培
わ
れ
て
き
た
農
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
体
化
し
て
い
る
こ
と

も
否
め
ず
、
後
継
者
不
足
や
担
い
手
の
高

齢
化
な
ど
と
絡
み
合
っ
て
農
村
社
会
に
お

け
る
農
業
問
題
を
よ
り
複
雑
か
つ
困
難
な

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

（表３）年齢階層別農業就業者・従事者数
農　業
就業者数

農　業
従事者数

15 ～ 19 歳 24 （　2.9％） 30 （　1.7％）

20 ～ 29 歳 24 （　2.9％） 134 （　7.6％）

30 ～ 39 歳 20 （　2.4％） 147 （　8.6％）

40 ～ 49 歳 28 （　3.4％） 264 （ 15.4％）

50 ～ 59 歳 116 （ 14.1％） 407 （ 23.7％）

60 ～ 69 歳 259 （ 31.5％） 368 （ 21.4％）

70 歳以上 350 （ 42.6％） 366 （ 21.3％）

計 821 （100.0％） 1,716 （100.0％）

（資料：2005年（平成１７年）農林業センサス）

一
方
で
担
い
手
の
高
齢
化
の
状
況
は
、

表
３
の
平
成
17
年
・
農
林
業
セ
ン
サ
ス
か

ら
、
農
業
就
業
者
及
び
従
事
者
数
を
追
っ

て
み
る
と
、
農
業
に
従
事
す
る
60
代
以
上

の
方
が
全
体
の
４
割
超
を
占
め
て
い
る
ほ

か
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
も
全
体
の
約

２
割
を
占
め
る
ほ
ど
に
至
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
衰
退
が

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
弱
体
化

表
４
で
農
業
経
営
の
指
標
と
な
る
経

営
面
積
規
模
を
見
て
み
る
と
、
現
在
は

５
㌶
以
上
の
大
規
模
農
家
が
30
戸
程
に
増

え
、
０
・
５
㌶
未
満
農
家
も
半
減
し
て
い

ま
す
。
全
体
的
に
見
て
農
家
一
戸
あ
た
り

の
経
営
規
模
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
が
、
現
状
と
し
て
農
家
戸

数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
小

規
模
農
家
の
農
業
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と

も
受
け
取
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（表４）経営規模別農家戸数の推移
0.5ha

未  満

0.5ha
～
1.0ha

1.0ha
～
2.0ha

2.0ha
～
3.0ha

3.0ha
～
5.0ha

5.0ha

以  上
昭和 30 年 192 274 430 110 14 －

昭和 40 年 240 283 383 121 24 －

昭和 50 年 231 245 346 141 39 8

昭和 60 年 234 219 297 123 69 10

平成 ２ 年 202 224 247 120 73 18

平成 ７ 年 93 186 224 118 74 31

平成 12 年 93 162 204 107 77 26

平成 17 年 59 133 170 93 84 34

（資料：農林業センサス）
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平
成
17
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
平

成
19
年
産
か
ら
〝
品
目
横
断
的
安
定
対
策
〞

の
導
入
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

て
昨
秋
10
月
に
は
「
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
」
が
省
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

19
年
産
か
ら
新
制
度
に
移
行
、

支
援
対
象
を
担
い
手
農
家
に
限
定

　

〝
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
〞
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
農
家
を
対
象
と
し

て
品
目
ご
と
の
一
定
額
助
成
及
び
価
格
の

安
定
に
重
き
を
お
い
た
対
策
か
ら
、
新
制

度
で
は
対
象
を
意
欲
の
あ
る
農
業
の
担
い

手
に
限
定
し
、
農
家
の
経
営
全
般
の
安
定

を
図
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
対
策
に
転

換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
新
た
な
対
策
の
支
援
対
象
と
な
る

意
欲
あ
る
農
業
の
担
い
手
と
は
、
認
定
農

業
者
及
び
集
落
営
農
組
織
に
し
ぼ
ら
れ
、

ま
た
面
積
要
件
も
認
定
農
業
者
で
４
㌶
以

上
、
集
落
営
農
組
織
で
20
㌶
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
す
。（
た
だ
し
中
山
間
地
な
ど
集

積
す
る
農
地
が
少
な
い
場
合
は
、
面
積
規

模
要
件
の
特
例
が
設
け
ら
れ
る
見
込
み
）

支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

と
お
り
品
目
別
の
価
格
政
策
か
ら
農
家
経

営
全
体
に
着
目
し
た
政
策
に
一
本
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
具
体
的
に
は
①
諸
外
国

と
の
生
産
条
件
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の

補
て
ん
、
②
農
業
収
入
の
変
動
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
補
て
ん
が
盛
り
込
ま
れ

る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
新
制
度
に
円
滑
に
移
行
し
、

地
域
農
業
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
農
家
個
々
の
実
情
に
応
じ
た
仕

組
み
づ
く
り
と
担
い
手
の
育
成
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
落
営
農
の
組
織
化
が
急
務

来
春
、
平
成
19
年
産
か
ら
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
の
支
援
要
件
を
満
た
す
た

め
に
は
、
今
秋
を
め
ど
に
面
積
要
件
の
確

保
や
集
落
営
農
の
組
織
化
が
緊
急
の
課
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
問
題
と
し
て
新
対
策
の
支

援
を
受
け
る
た
め
に
は
農
家
と
し
て
ど
の

よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

具
体
的
に
は
①
自
ら
認
定
農
業
者
と
な
る 

②
集
落
営
農
の
組
織
化
を
め
ざ
す 

③
地

域
の
担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者
に
農
用

地
を
集
積
す
る
、
こ
の
３
つ
の
ケ
ー
ス
が

想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
町
で
は
あ
き
た
湖
東
農
協
と
合

同
に
よ
る
集
落
営
農
座
談
会
を
各
地
区
の

生
産
組
合
で
実
施
し
、
新
制
度
の
概
要
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

産地づくり対策
○産地づくり交付金

○麦・大豆品質向上対策

○耕畜連携推進対策

○畑地化推進対策

稲作所得基盤確保対策
〔米価下落の補てん〕

担い手経営安定対策
〔一定要件を満たす担い手を対象とした稲得の上乗せ〕

集荷円滑化対策
〔農作による過剰米を区分出荷・保管  1,500円／稲作 10a拠出〕

米
政
策
改
革
推
進
対
策
の
見
直
し

品目横断的経営安定対策へ移行

その実効性を確保し、実施する

新たな産地づくり対策（H19 ～ 21）

○新・産地づくり交付金
米の生産調整の推進

水田を活用した作物の産地づくり

水田農業構造改革の推進（担い手育成）

〔
当
面
の
措
置
〕

現　行 見直し後

6
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【
農
政
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場 

産
業
課

有
線
４
５
４
６
／
電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８

井
川
町
農
業
委
員
会

有
線
４
４
９
７
／
電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
９

新
た
に
認
定
農
業
者
（
現
在
、
町
の
認

定
農
業
者
は
70
人
）
と
な
り
う
る
担
い
手

農
家
を
除
い
て
、
町
の
農
家
の
大
多
数
が

支
援
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は
集
落
営
農

を
組
織
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
最
も
現
実

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
で
は
、

集
落
営
農
は
将
来
的
に
効
率
的
で
安
定
し

た
経
営
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

特
定
農
業
団
体
（
注
）
と
な
る
か
、
こ
れ

と
同
様
の
要
件
を
備
え
る
経
営
体
の
組
織

化
が
必
要
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
前
か
ら
個
々
の
農

家
で
行
な
っ
て
き
た
農
業
経
営
を
即
時
に

組
織
に
一
本
化
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
集

落
営
農
を
組
織
す
る
生
産
組
合
あ
る
い
は

集
団
内
で
参
画
農
家
の
意
思
統
一
を
実
現

で
き
る
か
ど
う
か
、
19
年
を
待
た
ず
し
て

そ
の
議
論
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

担
い
手
に
決
断
が
委
ね
ら
れ
た

今
回
の
農
業
対
策
の
改
革
は
従
前
か
ら

の
す
べ
て
の
農
家
を
対
象
と
し
た
支
援
策

を
根
本
か
ら
見
直
し
、
担
い
手
農
家
ら
に

支
援
を
集
中
さ
せ
て
農
業
経
営
体
の
強
化

を
め
ざ
す
も
の
で
す
が
、
戦
後
の
増
産
政

策
を
一
転
さ
せ
た
40
年
代
の
生
産
調
整
施

経営安定対策の支援対象となる集落営農組織とは…

■農用地の利用集積目標を定めること
地域の農用地の２／３以上を集積する目標を定めます

■組織規約を作成すること
代表者、構成員、総会、農用地や農業用機械等の利用・
管理に関する事項を定めた組織の規約を作成します

■経理を一元化すること
①集落営農組織の口座を設けて、②農産物の販売名義を
集落営農組織とし、③販売金額をその口座に入金します

■主たる従事者の農業所得の目標を定めること

■農業生産法人化（５年以内）計画を作成すること

注
・
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
の
集
落
営
農
組
織
の

う
ち
、
経
営
主
体
と
し
て
実
体
を
有
し
て
農
地

の
利
用
集
積
を
行
な
え
る
団
体
。
５
年
以
内
に

農
業
生
産
法
人
に
な
る
こ
と
が
要
件
の
一
つ
。

策
、
米
の
流
通
を
国
で
一
元
管
理
し
て
き

た
食
管
制
度
の
崩
壊
に
続
き
、
日
本
の
農

政
が
第
三
の
変
革
期
に
突
入
す
る
こ
と
を

意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
町
の
農
業
に
は
『
何
を
ど
う
や
る

の
か
』
以
前
に
『
誰
が
や
る
の
か
』
と
い

う
基
本
に
立
ち
返
っ
た
問
題
が
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
の
あ
り
方
は

地
域
の
担
い
手
に
決
断
を
委
ね
ら
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

「
地
方
の
時
代
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
一
世
を
風
靡
し
た
こ
と
が

あ
る
。
今
か
ら
四
半
世
紀
も
前
の

こ
と
だ
。
当
時
の
神
奈
川
県
知
事
・

長
洲
一
二
氏
の
提
唱
に
よ
る
。
地

方
が
こ
れ
か
ら
繁
栄
す
る
、
何
か

う
ま
い
こ
と
が
始
ま
る
の
だ―

 

と

大
き
な
期
待
を
も
っ
て
聞
い
た
覚

え
が
あ
る
。
ご
く
最
近
ま
で
そ
う

思
い
込
ん
で
、
あ
ら
た
め
て
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
真
意
は
全
く
の
別

物
だ
っ
た
。
中
央
集
権
か
ら
地
方

分
権
を
め
ざ
す
と
い
う
の
が
そ
の

主
張
だ
っ
た
。
日
本
は
近
代
化
の

過
程
で
地
方
の
個
性
や
文
化
を
押

し
潰
し
、
全
国
画
一
の
規
格
品
を

つ
く
っ
て
き
た
。
ロ
ー
カ
ル
が
後

進
性
と
非
文
化
の
代
名
詞
に
な
っ

て
い
る
、
と
嘆
き
、
行
財
政
シ
ス

テ
ム
の
転
換
の
み
な
ら
ず
、
生
活

様
式
や
価
値
観
の
変
革
を
含
む
も

の
だ
、
と
説
い
た
の
だ
そ
う
だ
。

さ
ら
に
「
自
治
体
関
係
者
が
自
ら

自
覚
と
能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
地

方
の
時
代
は
独
り
よ
が
り
の
空
文

句
に
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
も
述
べ

た
と
言
う
。

長
洲
元
知
事
が
喝
破
し
た
ご
と

く
地
方
の
時
代
は
空
文
句
に
終
わ

っ
た
。
言
葉
の
美
し
い
響
き
に
酔

い
、
思
考
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い

た
こ
と
を
反
省
を
込
め
て
自
覚
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
中
央
対
地
方
の
構
図
の
中

で
、
地
方
は
遅
れ
て
い
る
と
自
ら

の
誇
り
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
被
害

者
意
識
に
ま
み
れ
な
が
ら
経
済
的

な
豊
か
さ
を
追
い
求
め
続
け
て
き

た
の
が
私
た
ち
の
姿
で
は
な
か
っ

た
か
。

神
野
直
彦
東
大
教
授
に
よ
れ
ば

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
人
間
の
絆

は
社
会
資
本
で
あ
り
、
地
方
再
生

や
経
済
発
展
の
基
本
だ
」
と
考
え

て
い
る
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
小

学
校
の
教
科
書
の
詩
を
紹
介
し
て

い
る
。
大
意
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
だ
。「
戦
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
豊
か
な
国
に
な
っ
た
。
工
場
を

建
設
し
、
農
民
の
子
ど
も
が
働
き

に
行
っ
た
。農
業
国
は
終
わ
っ
た
。

人
々
は
大
き
な
単
位
や
大
き
な
市

町
村
を
信
じ
、
都
市
に
は
将
来
に

わ
た
っ
て
労
働
が
存
在
す
る
と
信

じ
た
。
物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ

た
が
、
平
安
と
い
う
べ
き
も
の
を

使
い
果
た
し
た
。
私
た
ち
は
新
し

い
国
で
お
互
い
他
人
同
士
と
な
っ

た
。
小
農
民
が
消
滅
し
、
小
職
人

や
小
商
店
、
そ
し
て
小
さ
な
学
校

な
ど
も
姿
を
消
し
た
。
そ
う
い
う

小
さ
な
世
界
は
も
う
残
っ
て
い
な

い
。
小
さ
い
も
の
は
何
で
あ
れ
、

儲
け
が
少
な
い
と
い
う
の
が
理
由

だ
っ
た
」。
こ
う
し
た
教
材
で
議

論
し
、
人
間
の
絆
を
取
り
戻
す
こ

と
を
教
え
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

長
洲
元
知
事
の
指
摘
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
教
科
書
は
私
た
ち
を
心
底

か
ら
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
が
あ
る
。
私

た
ち
は
他
に
頼
る
こ
と
な
く
、
人

間
の
絆
を
取
り
戻
し
、
地
域
再
生

の
た
め
自
ら
も
汗
を
流
し
た
い
。
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自
然
と
造
形
の
共
存
と
融
和
を
は
か
ろ

う
と
す
る
「
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、
四
季
折
々
に
色
づ
く
花
々
と
緑
豊
か
な

日
本
国
花
苑
の
自
然
空
間
に
芸
術
の
風
を
吹

か
せ
よ
う
と
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
彫
刻
作
品
を
広
く
全

国
か
ら
公
募
し
、
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
入
賞
作

品
を
国
花
苑
に
常
設
展
示
す
る
も
の
で
、
現

在
〝
日
本
国
花
苑
の
彫
刻
た
ち
〞
は
20
点
を

超
す
作
品
群
が
公
園
を
訪
れ
る
人
々
を
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

第
７
回
目
の
コ
ン
ク
ー
ル
展
の
作
品
公
募

の
開
始
に
あ
た
り
、
今
回
も
現
代
感
覚
に
あ

ふ
れ
、
心
躍
る
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
数
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】井川町役場内「桜の森彫刻コンクール」事務局　秋田県南秋田郡井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1（〒０１８－１５９６）
電話０１８（８７４）４４１３　ＵＲＬhttp://www.town.ikawa.akita.jp/　Ｅメール  jouhou@town.ikawa.akita.jp

﹇
テ
ー
マ
﹈

テ
ー
マ
、
タ
イ
ト
ル
と
も
特
に
限
定
し

ま
せ
ん
。
桜
の
名
所
・
日
本
国
花
苑
の

緑
豊
か
な
空
間
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
。

﹇
規　

格
﹈

・
素
材
は
ブ
ロ
ン
ズ
、
ア
ル
ミ
、
石
な
ど
、

野
外
に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
耐
候
性

を
十
分
に
考
慮
し
、
永
久
的
に
そ
の

形
態
を
維
持
で
き
る
も
の
。

・
大
き
さ
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

・
具
象
・
抽
象
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
は
高
さ
、
幅
、
奥
行
き
の
合
計

が
１
５
０
セ
ン
チ
以
内
の
模
型

・
出
展
料
は
１
点
に
つ
き
５
、０
０
０
円

﹇
申
込
書
お
よ
び
計
画
図
受
付
期
間
﹈

２
０
０
６
年
３
月
１
日（
水
）

〜
同
年
５
月
31
日（
水
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

﹇
模
型
搬
入
期
間
﹈

２
０
０
６
年
６
月
23
日（
金
）

〜
同
年
６
月
28
日（
水
）

﹇
審
査
員
﹈

富
山　

秀
男
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
長
）

堀
川　
　

恭
（
彫
刻
家
）

峯
田　

敏
郎
（
彫
刻
家
）

小
笠
原　

光
（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

副
館
長
）

﹇ 

賞 

﹈

大　

賞
（
１
点
）　

５
０
０
万
円

優
秀
賞
（
２
点
）　

各
３
０
０
万
円

準　

賞
（
若
干
）　

各
２
０
万
円

▼
第
５
回
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
作
品
「
蝶
が
舞
う
森
」
新
井 

浩
・
作

8
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◇中学校〔団体〕

【銀賞】相撲部
監督／鈴木　衛　コーチ／伊藤　功

選手／中道 健人・安田 千斗・中道 裕樹

伊藤 勝貴・安田　鯨

第46回全県春季大会 １位

第54回全県総合体育大会 １位

第26回東北中学校大会 １位

第35回全国中学校総合体育大会 出場

◇中学校〔個人〕

【銀賞】中道 健人（相撲）
第26回東北中学大会（３年の部）３位

【銀賞】石山 みさと（柔道）
第54回全県総体大会 （63㎏級）１位

第28回東北中学大会 （63㎏級）１位

第35回全国中学校総合体育大会

 （63㎏級）出場

【銅賞】伊藤 勝貴（相撲）
第54回全県総合体育大会

 （２年の部）１位

第46回全県春季大会 （２年の部）１位

第22回全県新人大会 （２年の部）１位

【銅賞】安田   鯨（相撲）
第54回全県総体大会 （１年の部）１位

第46回全県春季大会 （１年の部）１位

第22回全県新人大会 （１年の部）１位

【銅賞】菅生 亜紀（空手道）
第34回剛柔会全県選手権大会

 （女子組手・中学１．２年の部）１位

◇一般〔団体〕

【銅賞】井川町空手道体協チーム
監督／伊藤 健一（赤沢）

選手／加藤 功大（今戸）・小玉 俊介（寺沢）

伊藤 信一（赤沢）

第34回剛柔会全県選手権大会 １位

【銅賞】井川町相撲体協チーム
監督／児玉 民雄（井内）

選手／鈴木　衛（井川中教）

伊藤　功（赤沢）・二田　満（大台）

第35回県民スポーツ大会 １位

◇一般〔個人〕

【銀賞】二田 洋志（バスケットボール）
 秋田経法大
第32回東北総合体育大会（成年） １位

17年度秋季国民体育大会 出場

【銅賞】伊藤 一彦（軟式野球） 街道
第32回東北総合体育大会 （成年）出場

【銅賞】加藤 功大（空手道） 今戸
第34回剛柔会全県選手権大会

 （中量級）１位

【銅賞】伊藤　功（相撲） 赤沢
第35回県民スポーツ大会 １位

【銅賞】伊藤　淳（相撲） 横岡
17年度秋季国民体育大会

 （少年監督）出場

【銅賞】小林　晃（相撲） 寺沢
17年度秋季国民体育大会（成年Ａ）出場

【銅賞】西方 大介（相撲）　　金足農高
17年度秋季国民体育大会（少年）出場

【銅賞】伊藤 将明（相撲）　　金足農高
17年度秋季国民体育大会（少年）出場

【銅賞】鈴木　健（バスケットボール）
 能代工高
17年度全県高校総合体育大会 １位

17年度全国高校総合体育大会 出場

【銅賞】遠藤　梓（バスケットボール）
 経法大付高
17年度全県高校総合体育大会 １位

17年度全国高校総合体育大会 出場

第36回全国高校選抜優勝大会 出場

【銅賞】二田 佳奈（バスケットボール）
 経法大付高
17年度全県高校総合体育大会 １位

17年度全国高校総合体育大会 出場

第36回全国高校選抜優勝大会 出場

【銅賞】菅生 瑞穂（柔道） 秋田商高
17年度全県高校総合体育大会

 （52㎏級）１位

17年度全国高校総合体育大会

 （52㎏級）出場

◇井川町スポーツ栄光賞とは…

各年度において全国・東北もしくは全

県大会等で活躍し、各種スポーツ競技で

輝かしい成績をおさめた個人および団体

に贈られるものです。

全国規模の大会で上位入賞された方々

に金賞、東北大会での入賞者に銀賞、全

県大会での入賞者に銅賞が贈られます。

また今後の活躍が期待される団体・個人

へ贈られる奨励賞があります。

2月15日井川町スポーツ賞選考委員会が開かれ、平成17年度井川町

スポーツ栄光賞が決まりました。これは各スポーツ競技で活躍され

た団体および個人へ贈られるもので、17年度は５団体・22個人へ

贈られることになりました。受賞者の方々は次のとおり。（敬称略）

◇小学校〔団体〕

【奨励賞】相撲スポーツ少年団
監督／児玉 民雄　コーチ／伊藤　功

選手／齋藤 拳人・伊藤 功隆・畠山 涼太

西方　航 ・ 安田 　走 ・伊藤 永太

第32回全県学童相撲大会 １位

第24回東北学童相撲大会 ２位

【奨励賞】男子ミニバスケットボール
スポーツ少年団

監督／湊  秀光　マネージャ／伊藤 匠汰

選手／石澤 雄太・浅野 　大・門間 邦維

中山 祐樹・小林 昌太・藤田 倫治

齋藤 拓仁・伊藤 史也・中道 聖也

鷲谷 直人・三浦 貴文・白川 晃弘

伊藤 裕紀・藤田 将史・畠山 大輝

東北電力旗第18回東北ミニバスケット

 ボール大会　１位

第25回東北ブロックミニバスケット

 ボール交歓大会　出場

（３月４日～５日秋田市で開催予定）

◇小学校〔個人〕

【奨励賞】西方　航（相撲）
第32回全県学童相撲大会

 （最強の部）１位

第18回全日本小学生相撲

 優勝県大会　１位

第18回全日本小学生相撲

 優勝東北予選会　３位

JOCジュニアオリンピックカップ

 東北ブロック予選会（６年の部）２位

【奨励賞】伊藤 知代（水泳）
第28回県スポ少・種目別交流大会

 （６年の部100Ｍ平泳ぎ）１位

 （６年の部100Ｍ個人メドレー）１位

【奨励賞】小武海 沙貴（水泳）
第28回県スポ少・種目別交流大会　

 （６年の部５０Ｍ自由形）１位

【奨励賞】勝又 樹里（水泳）
第28回県スポ少・種目別交流大会

 （３年の部５０Ｍ平泳ぎ）１位

【奨励賞】齋藤 嵩徳（空手道）
第34回剛柔会県選手権大会

 （組手５年の部）１位

平成１７年度

井川町スポーツ栄光賞
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「
火
事
か
ら
家
を
守
る
た
め
に
」

昔
、
お
父
さ
ん
が
子
供
の
頃
、
家

が
火
事
に
な
っ
た
事
が
あ
る
そ
う
で

す
。
季
節
は
春
、
ま
だ
寒
い
４
月
の

初
め
の
話
だ
そ
う
で
す
。

原
因
は
、
今
な
ら
炊
飯
器
を
使
う

の
が
ふ
つ
う
で
す
が
、
お
父
さ
ん
の

家
で
は
そ
の
頃
、
レ
ン
ガ
で
囲
わ
れ

た
か
ま
ど
と
い
う
も
の
で
火
を
お
こ

し
て
炊
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
上
の

方
は
え
ん
と
つ
が
つ
い
て
い
て
、
外

に
け
む
り
が
出
さ
れ
る
は
ず
な
の
に

途
中
で
え
ん
と
つ
が
割
れ
て
し
ま
っ

て
い
て
、
火
の
粉
が
割
れ
た
え
ん
と

つ
か
の
す
き
間
か
ら
天
井
の
ほ
う
へ

燃
え
移
っ
て
し
ま
い
、
み
る
み
る
う

ち
に
家
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。ま
だ
子
供
だ
っ
た
お
父
さ
ん
は
、

泣
き
な
が
ら
バ
ケ
ツ
で
水
を
か
け
ま

し
た
が
、
天
井
に
は
と
ど
か
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
と
て
も
こ
わ
か
っ
た

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
ぼ
く

は
、
お
母
さ
ん
と
家
の
中
に
火
事
に

な
る
危
険
が
あ
る
場
所
が
な
い
か
調

べ
て
み
ま
し
た
。

例
え
ば
二
階
に
は
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
コ
ー

ド
が
、
タ
コ
足
配
線
に
な
っ
て
い
て

と
て
も
危
険
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
居
間
で
す
。
大
き
く

て
重
い
テ
レ
ビ
は
か
べ
に
く
っ
つ
い

て
い
る
よ
う
に
し
て
置
い
て
あ
り
、

後
ろ
の
コ
ー
ド
の
差
し
こ
み
口
は
少

し
ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
セ
ン
ト
の
部
分
に
ほ
こ
り
が
つ

い
て
い
る
と
、
熱
を
も
っ
て
ほ
こ
り

が
燃
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

お
母
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
も
自
分
の
家
は
火
事
か
ら
守

り
た
い
の
で
、
自
分
で
で
き
る
事
は

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ス

ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

な
ど
置
か
な
い
よ
う
に
整
と
ん
す
る

事
、
自
分
の
ゲ
ー
ム
も
タ
コ
足
配
線

に
な
っ
て
い
る
の
で
使
わ
な
い
時
は

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く
事
な
ど

で
す
。

こ
の
よ
う
に
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
を
苦
し
め
た
火
事
を
二
度
と
お

こ
さ
な
い
よ
う
に
、
家
族
で
話
し
合

っ
て
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

井川小・５年

中山　翼さん

目
を
は
な
す 

「
少
し
ぐ
ら
い
」
が

火
事
を
呼
ぶ

井川小・５年

鈴木まどかさん

湖
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
・
湖

東
地
区
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
・

湖
東
地
区
消
防
本
部
の
３
団
体
に
よ

る
第
16
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、

第
15
回
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
な
わ
れ
た
の
を
受
け
、
２
月
22

日
、
湖
東
地
区
消
防
本
部
に
お
い
て

入
賞
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
火
災
予
防
意
識
の

啓
発
を
目
的
に
、
湖
東
消
防
署
管
内

の
小
学
５
年
生
を
対
象
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
井
川
小
か
ら
次
の
方
が

入
賞
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

井
川
小
か
ら
三
人
が
入
賞
し
ま
し
た

井
川
小
か
ら
三
人
が
入
賞
し
ま
し
た  ―

 
―
 

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

「
消
火
栓
を
守
ろ
う
」

わ
た
し
の
家
の
前
に
消
火
栓
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
日
、
町
内
の
消
防
団

の
人
が
消
火
栓
の
上
に
た
く
さ
ん
積

も
っ
た
雪
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。「
な

ん
で
か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
お
母
さ
ん

に
聞
い
て
み
た
ら
、「
万
が
一
、
な

に
か
あ
っ
た
り
し
て
も
消
火
栓
に
雪

が
積
も
っ
て
た
ら
す
ぐ
に
使
え
な
く

て
、大
変
で
し
ょ
」
と
言
い
ま
し
た
。

言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
な
の
で
す
。

ま
た
、
一
人
ぐ
ら
し
の
お
ば
あ
さ

ん
の
道
路
か
ら
家
ま
で
を
ス
コ
ッ
プ

と
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
除
雪
し
て
道
を

つ
け
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
こ
う
し
て
働
い
て
い
る

人
を
見
て
、「
が
ん
ば
っ
て
い
る
人

達
だ
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。
自
分

の
家
を
守
り
、
つ
か
れ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
人
達
の
安

全
を
守
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

今
年
は
雪
が
多
く
、
道
路
も
せ
ま

く
な
っ
て
い
て
車
ど
お
し
が
す
れ
ち

が
う
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
も
あ
り

ま
す
。
救
急
車
や
消
防
車
が
通
る
事

の
で
き
な
い
道
路
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
、
私
た
ち
に
で
き

る
事
は
、
町
の
人
み
ん
な
が
協
力
し

合
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て
、
家
の
周
り
の
雪

か
き
を
心
が
け
、
な
に
よ
り
火
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
わ
た
し
は
、
消
火
栓

を
守
る
消
防
団
の
人
た
ち
に
火
遊
び

を
絶
対
に
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
ま

す
。わ

た
し
は
こ
れ
か
ら
家
の
雪
か
き

を
少
し
で
も
手
伝
う
こ
と
や
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
協
力
し
合
う
こ
と

を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

井川小・５年

松岡 初音さん
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

街のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

ユニバーサルホッケー教室
～子どもを対象に行います～

＊スティックを使いパスをつないで相手ゴールを
ねらうスポーツです。初心者でも楽しめます！

日　時：３月５日（日）第１日曜日
場　所：町民体育館
時　間： 9：30～ 9：55  受　付

10：00　開講式
10：15　ユニバーサルホッケー教室
　　　　　開始
11：45　閉講式・後片付け
12：00　解散

持ち物：運動できる服装・内ズック・タオル
　　　　飲み物・防寒着
※キッズクラブが対象ですが、それ以外の方でも
参加できます！

教室・講座 開　催　日 備　　考

いかわキッズ・クラブ 5日（日） 会場　町民体育館

和太鼓サークル 11日、25日（土） 会場　公民館

英 会 話 教 室 1、8、15、29日（水） 会場　公民館

教室・講座 開　催　日 備　　考

お 茶 を 楽 し む 29日（水） 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 2日、16日（木） 会場　公民館

3 Ｂ 体 操 講 座 1日、15日（水） 会場　公民館

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

春の息吹を感じられる今日この頃です。
みなさんお元気ですか？ それでは今月の本の紹介です。

1000000ぼんのブナの木 塩野　米松／ひかりのくに
遠くにあるブナの木やまには1000000本のブナが生えて
います。森には冬がきて、そして春が…。

美しい自然と、その中での生きもの（動物・植物）もやさしく

描かれていて、心が洗われていくようです。

ないた（課題図書小学1､2年）
中川ひろたか・表新太／金の星社

どうしてぼくはなくんだろう。いちにちいっぱいないて
いる。大人はなんでなかないの？

「泣く」ということについて、とことん考えてみよう。

むく鳥のゆめ 浜田　廣介／集英社
来る日も来る日も母鳥を待ち続けるむく鳥の子ども。彼
は母の面影をつなぎとめるように小さな口ばしで懸命に
葉っぱを枝に結びつけます。…それを知りつつも無言で
見守る父親。そこには子どもがやがて大人になり旅立っ
ていく姿がみえるようです。（本書 説明文より）

母を恋う気持ちが やさしさを育むことを静かに語る童話絵本。

光に向かって　100の花束 高森　顕徹／一万年堂
歴史上の人物の成功談や失敗談、心あたたまるおもしろい
話を100選びました。子どもから大人まで元気を呼び起こ
し、前向きに生きようとするための小話集です。

小学校の不思議な常識
保育園を考える親の会OB組／（株）学生社

学校生活で困らないための親から親へのアドバイスが
書かれています。（小学校入学前・入学後の不安や悩み
に、親の本音で答えています）

生きることは始めること 俵　萌子／海竜社
四十代で“芽”を見つけ、五十代で育て、六十代で“老
後の花”を咲かせる…そして70歳の挑戦とは？
いつでも若々しく輝いている人生が伝わってきます。

バランスボールエクササイズ
＊ただボールに座っているだけでもトレーニング
になる、不思議なバランスボール。テレビ等で
話題となっているバランスボールエクササイズ
を公民館を会場にして開催します。

　
開催日時 
　　２回目 ３／ ８ （水）14時～16時
　　３回目 ３／16（木）10時～12時
会　場：井川町公民館　ホール
参加料：無料
持ち物：運動できる服装・内ズック・タオル
　　　　飲み物・500mlの空ペットボトル２本
定　員：1回の開催につき20名
申込み：井川町公民館まで  
　　　　有線４４０６　電話８７４－４４２２
※定員になり次第締め切らせていただきます。
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井川町合同厄祓い・還暦祭

この日、町農村環境改善センターでは合同

厄祓い・還暦祭が行なわれました。数え年で

33歳の女性、42歳の男性、また還暦を迎え

られた方を合わせて80人が式典に参加しま

した。実行委員を代表して齊藤健悦さん (上

村 )が「私が40代の頃は健康をかえりみず

日々仕事に明け暮れていた記憶がある。大厄・

還暦の節目を機に健康に留意して豊かな人生

を過ごしてほしい」とあいさつされました。

12

2/ １

赤沢山わんぱく雪まつり

赤沢山スキー場では第 20回わんぱく雪ま

つりが行なわれ、約 500人の参加者で賑わ

いました。イベントでは宝探しゲームやキッ

クベースボール大会、民生児童委員協議会に

よるもちつき会などが催されたほか、育成会

手づくりのとん汁、チョコバナナなどが無料

でふるまわれ寒空に冷えた身を温めました。

またホームステイで町を訪れていた早稲田

大学留学生３人も参加してスキー教室やもち

つきを楽しみ、参加者たちと交流しました。

12-2 〝心の弱虫〟を追いはらって！
こどもセンター豆まき会

節分のこの日、こどもセンターでは恒例と

なった「豆まき会」が行なわれました。寺沢

町内の小玉昭夫さんが、枡を片手に「鬼は外！

福は内！」とのかけ声で豆をまくと、園児ら

は手づくりの鬼の面をかぶり、一斉に逃げだ

します。心の弱虫、泣き虫鬼を追いはらった

園児たちは元気いっぱいに駆けまわっていま

した。

12-3

▲もちつきを楽しむ早稲田大・留学生
カナダ出身のスティーブンさん

2/ ３

2/ ５
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13-1町議会ってどんなところ？
井川小６年生の議場見学

社会科学習の一環として井川小 6年生 58人

による議場見学が行なわれました。

はじめに齋藤紀男町議会議長が議会の仕組み

や議員の仕事内容について分かりやすく説明し

た後、生徒からの質問に受け答えしました。「議

会は年何回開かれるのか」等、40項目にわた

る質問が出され、子どもたちは齋藤議長の回答

を熱心に書き記していました。

地域の環境資源を守ろう
環八郎湖流域の未来フォーラム

この日、町農村環境改善センターでは環八郎

湖流域の未来フォーラムが開催され、町内外か

ら約200人が参加しました。この会は平成15

年度に秋田地域振興局内に立ち上げられたプロ

ジェクトチームが主導し、八郎湖及びその流域

の環境再生を目的とする事業の一環。秋田地域

振興局では平成 18年度から施行される「あき

た 21総合計画・第 3次実施計画」の策定にあ

たり「環八郎湖・水の郷創出」を重点プロジェ

クトの一つとして位置付けています。

会では有識者による講演のほかに意見交換が

行なわれ、井川町から伊藤正子・町生活研究グ

ループ会長がパネリストとして参加し、ＥＭボ

カシによる生ごみ処理活動を紹介。「今後は広

く地域住民への環境保全への意識付けが重要」

と提起しました。また、コーディネーターをつ

とめた谷口吉光・秋田大学助教授が「にごった

水を子どもたちに引き継いでいくわけにはいか

ない。童謡ふるさとに歌われた里の姿を取り戻

そう。そのために何ができるのかを共に考えて

いきたい」と総括し、会を閉じました。

 

潟
上
市
・
南
秋
田
郡

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

（
五
城
目
広
域
体
育
館
）

■
男
子　

優
勝　

井
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
女
子　

３
位　

井
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 

秋
田
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認

協
和
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

（
大
仙
市
・
協
和
ス
キ
ー
場
）

■
中
学
生
男
子
の
部

優
勝　

松
田　

大
海
（
井
川
中
２
年
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

井川町道徳教育講演会

〝いのちの大切さ〟を伝えようと日本国際飢饉

対策機構・神田英輔氏を講師に迎えて井川町道

徳教育講演会が行なわれ、井川小 4～ 6年生、

井川中 1・2年生のほか一般参加を含め約300

人が集まりました。講演では先進国、特に日本

の飽食と発展途上国の食料不足の実態から貧富

の格差が広がっている現状を取り上げ、「自分

だけが裕福であれば良いという考えではいけな

い。自分が相手になにをしてあげられるのか考

えてほしい」とまとめ、参加者たちは熱心に耳

をかたむけていました。

13-2

2/14

2/16

2/19

１
月
28
・
29
日

２
月
19
日
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万
が
一
の
時
の
た
め
に 

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
へ
加
入
を

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
や
最
新
の
生
殖
補
助

医
療
に
興
味
の
あ
る
方
に
、
妊
娠
の
し
く
み

や
不
妊
症
の
検
査
や
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
を
含
め
て
解
説
し
、
よ
り
安
心

し
て
検
査
や
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
健
康
支
援
学
級
を
開
催

し
ま
す
。
不
妊
に
悩
む
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
不
妊
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
さ
れ
て
い

る
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援
学
級
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

３
月
７
日
（
火
）
13
時
か
ら

■
会
場　

秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院

■
内
容　

講
話
「
不
妊
症
に
つ
い
て
」

　

秋
田
大
学
医
学
部
講
師 

福
田 

淳 

氏

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
語
り
合
い
な
ど

■
主
催　

秋
田
県
健
康
福
祉
部
健
康
対
策
課

【
参
加
申
込
み
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー 

有
線 

４
４
５
５

電
話 

０
１
８
（
８
７
４
）
３
３
０
０

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年
で
は
日
本

全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
１
千
人
を

超
し
、半
数
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
、

そ
の
う
ち
の
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

高
齢
社
会
を
む
か
え
、
今
後
も
さ
ら
に
火

災
に
よ
る
高
齢
者
の
被
害
が
増
加
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
こ
の
度
の

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
18
年
６
月
１
日

以
降
に
新
築
さ
れ
る
一
般
住
宅
（
寝
室
お
よ

び
階
段
）
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
全
国
一
律
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
の
一
般
住
宅
に
お
い
て
は
、

平
成
23
年
６
月
１
日
以
降
は
、
火
災
予
防
条

例
に
よ
り
火
災
警
報
器
設
置
の
義
務
化
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

湖
東
地
区
消
防
署
で
は
、
地
域
住
民
及
び

各
種
団
体
等
の
会
合
な
ど
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
義
務
化
の
概
略
、
設
置
の
基
準
等

の
講
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
場
合
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

湖
東
地
区
消
防
署
本
署 

予
防
課 

電
話 

０
１
８
（
８
７
４
）
２
４
２
０

湖
東
地
区
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
化

こ
の
共
済
制
度
は
県
内
市
町
村
の
住
民
が

お
互
い
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故

や
不
慮
の
災
害
に
遭
っ
た
方
々
を
救
済
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
年
齢
職
種
を
問
わ
ず

簡
単
に
加
入
で
き
ま
す
。
間
も
な
く
、
町
職

員
や
地
域
の
育
成
会
の
方
が
加
入
希
望
の
取

り
ま
と
め
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
加
入
資
格

秋
田
県
内
の
市
町
村
（
秋
田
市
を
除
く
）

に
居
住
し
、
住
民
登
録
し
て
い
る
方

■
共
済
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

■
請
求
方
法

加
入
し
た
町
村
役
場
へ
請
求
く
だ
さ
い

Ｑ１設置はいつから義務化されるの？

新築住宅は平成18 年6月1日から設置、
既存の住宅は平成 23 年 5 月 31 日まで
に設置することが義務化されます。

Ｑ２火災報知機はどこにつけるの？

火災報知機は一般住宅の「階段」と「寝室」
に設置が義務化されます。また台所や居
間などのすべての居室に設置することを
おすすめします。

住宅用火災報知器は、住宅用火災報知器は、
火災を初期のうちに見つけて知らせます火災を初期のうちに見つけて知らせます
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■
貸
与
額

自
宅
外
通
学　

月
額 

３
５
、０
０
０
円

自
宅
通
学　
　

月
額 

２
５
、０
０
０
円

■
貸
与
期
間

貸
与
契
約
月
か
ら
卒
業
の
月
ま
で

■
申
請
に
必
要
な
書
類
等

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
証
明
書（
写
し
）

④
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

⑤
本
人
の
戸
籍
抄
本

⑥
世
帯
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

（
役
場
税
務
課
よ
り
）

☆
現
在
借
り
受
け
し
て
い
る
方
も
再
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
の
受
付
期
限

前
期　

平
成
18
年
４
月
14
日（
金
）

後
期　

平
成
18
年
９
月
11
日（
月
）

■
貸
与
の
決
定

申
請
を
受
付
け
後
、
奨
学
金
貸
与
選
考
委

員
会
の
意
見
を
聞
い
て
貸
与
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。

■
返
還
方
法

卒
業
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
貸
与
契
約
が

解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の
翌
月
か

ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
二
倍
の
月
数
内

に
月
賦
で
返
還
し
ま
す
。（
無
利
子
）

【
井
川
町
奨
学
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
教
育
委
員
会 

有
線 

４
５
３
８

電
話 

０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
２
４

町
で
は
、
教
育
振
興
と
住
民
福
祉
の
一
環

と
し
て
有
用
な
人
材
の
育
成
と
大
学
進
学
な

ど
の
就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
に
奨
学
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

奨
学
金
は
無
利
子
で
す
の
で
、
進
学
に
、

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

大
学
お
よ
び
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
在

学
す
る
学
生
で
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

た
だ
し
、大
学
院
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
井
川
町
に
一
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
の
子

②
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

（
学
校
長
の
推
薦
）

③
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

④
そ
の
他
の
育
英
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

な
い
方

学
業
を
応
援
し
ま
す　

井
川
町
奨
学
基
金
の
貸
付
申
請
を
受
付

15-1

交通災害共済 不慮の災害共済

掛け金 年額　４００円 年額　６００円

共 済

期 間

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで
※期間途中で加入した方は、その翌日から平成１９年３月３１日まで
※共済加入後、県外等に転出した場合でも３月３１日まで継続します

共済金

○死　　亡　100 万円
○後遺障害　50 ～ 100 万円
○傷害治療
　・入院１日につき　2,000 円

　・通院１日につき　８００円

※傷害は最低 15,000 円～最高 200,000 円

○死　　亡　６０万円
○後遺障害　３０～ 60 万円
○傷害治療
　・入院１日につき　1,100 円

※通院は対象になりません

※傷害は最低 15,000 円～最高 110,000 円

■
交
通
災
害
と
は
…

道
路
上
で
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車

等
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
、
接
触
、
転
倒
し

た
事
故
、
ま
た
歩
行
中
に
こ
れ
ら
の
乗
り

物
に
接
触
し
た
り
し
て
、
傷
害
を
負
っ
た

場
合
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

■
不
慮
の
事
故
と
は
…

交
通
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
自
動
車
等

に
よ
る
事
故
、
作
業
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
の
事
故
、
山
菜
取

り
な
ど
の
入
山
中
の
事
故
、
地
震
、
火
災

な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
事
故
や
災
害
を
い
い

ま
す
。
た
だ
し
疾
病
は
除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

井
川
町
役
場 

町
民
課 

有
線 

４
４
４
１

電
話 

０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
６

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で
納
付

す
る
こ
と
で
保
険
料
の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
口
座
振
替
は
全
国
の
銀
行
、信
用
金
庫
、

郵
便
局
、
農
協
な
ど
で
す
。
こ
の
機
会
に
国

民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
納
付
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
割

引
制
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。
４
月
分
の
保

険
料
か
ら
割
引
制
度
を
適
用
す
る
た
め
に
は

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

を
３
月
15
日
ま
で
に
役
場
町
民
課
（
有
線

４
４
３
１
・
電
話
８
７
４
―
４
４
１
５
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
口
座
振
替
で
一
年
分
を
前
納
さ
れ
る
と

３
４
９
０
円
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
ヵ
月
分
を
４
月
末
も
し
く
は
10

月
末
ま
で
に
納
付
さ
れ
る
と
９
４
０
円
割

引
か
れ
、
年
間
１
８
８
０
円
の
割
引
と
な

り
ま
す
。

◆
月
々
の
保
険
料
を
当
月
（
例
え
ば
、
４
月

分
を
４
月
末
日
ま
で
に
納
付
）
に
口
座
振

替
す
る
と
、
保
険
料
月
額
か
ら
50
円
割
引

か
れ
ま
す
。

◆
口
座
振
替
は
全
国
の
銀
行
・
信
用
金
庫
・

郵
便
局
・
農
協
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
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平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

「
風
し
ん
・
麻
し
ん
」
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

あきたの環境を考える集い

□日時　３月18日（土）
13：30～16：00

□会場　秋田市文化会館小ホール

□内容・あきたエコマイスターの紹介
・特別講演「地球環境を救う

新しいライフスタイルへ」
淑徳大学教授　北野 大 氏

※入場は無料、申込み先着４００人

【問い合わせ】
秋田県環境あきた創造課

電話０１８（８６０）１５７４

環境問題について学びませんか？
環境あきた県民塾を開講します

県内３会場において、環境問題につ
いて体験分野を含む７講座を開講しま
す。この他にも大学教授による特別講
座も開講する予定です。16歳以上の
方ならどなたでも受講できます。

□講　座（予定）
　１環境問題とは？
　２地球環境問題（地球温暖化）
　３身近な空気や水を調べよう（体験）
　４ふるさとの水と緑（体験）
　５身の回りの化学物質
　６ごみ・リサイクル
　７環境と調和したライフスタイル

□開講日　月１回程度（５月～11月）
原則として日曜日を予定

□会　場　県北：北秋田市中央公民館
県央：遊学舎
県南：大曲仙北広域交流

センター

□受講料　無料

【申込み・問い合わせ】
秋田県環境あきた創造課

電話０１８（８６０）１５７４

無料調停相談会を開催します

□日時　３月10日（金）10：00～15：00

□会場　秋田簡易裁判所（秋田市山王）

□内容　家庭内の問題や土地・建物・
金銭、消費者金融問題、交
通事故補償等の相談

【問い合わせ】
秋田簡易裁判所内 秋田調停協会
電話 ０１８（８２４）３１２１

自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに

年度末は運輸支局の自動車検査・登
録窓口は大変混み合います。特に３月
中旬以降は、自動車課税替え（４月１
日）前の駆け込み申請や車検車両の増
加で大変混雑し、利用者の皆様には長
時間お待ちいただく状況にあります。
自動車の名義変更や抹消等の登録手

続きをご予定の方は、年度末を待たず
に比較的混雑の少ない３月上旬までに
手続きされるよう、ご協力をお願いし
ます。

【問い合わせ】
東北運輸局 秋田運輸支局

電話０５０（５５４０）２０１２

「青年国際交流事業」の
参加青年を募集します

海外や洋上で世界各国の青年の交流
し、相互理解を深めながらグローバル
な視野と国際協調の精神を身につけて
みませんか。
内閣府では「青年国際交流事業」の

参加者を募集します。

□事業の内容（実施時期）
（1）航空機による青年海外派遣

①「国際青年育成交流」
（８月～９月の25日間程度）

②「日本・中国青年親善交流」
（８月～９月の19日間程度）

③「日本・韓国青年親善交流」
（９月の15日間程度）

（2）世界青年の船
（平成19年１月～３月の43日
間程度）

（3）東南アジア青年の船
（10月～12月の51日間程度）

□募集期間　３月１日～３月31日

□募集資格
平成18年４月１日現在、18歳～30
歳で日本国籍を有する方

【問い合わせ】
秋田県 県民文化政策課

電話０１８（８６０）１５５２

◆
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
「
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
」
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
接
種
年
齢
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
７
歳
６
ヶ
月
児
ま
で
を
対

象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
接
種
回

数
が
２
回
に
な
り
ま
す
。
接
種
対
象

年
齢
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
第
１
期

生
後
12
ヶ
月
〜
24
ヶ
月
ま
で
に
１
回

□
第
２
期

小
学
校
就
学
の
１
年
前
か
ら
小
学
校

就
学
日
の
前
日
ま
で
に
１
回

※
こ
れ
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
い
ず

れ
か
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

が
あ
る
子
や
、　

す
で
に
罹
患
し
た

こ
と
の
あ
る
子
は
こ
の
予
防
接
種
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
健
康
セ
ン
タ
ー

有
線
４
４
５
５
／
電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０

小玉翔
ショウヤ

哉ちゃん
（寺 沢）

石坂　華
ハナ

ちゃん
（井 内）

石坂真
マ コ

呼ちゃん
（井 内）

高橋勇
ユウキ

輝ちゃん
（大 台）

乳井啓
ケイジ

嗣ちゃん
（街 道）

◆
３
歳
児

◆
２
歳
児

井川町役場　0018-874-4411
http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 平成 19年産から実施される農政改革での

重点対策は、○○横断的経営安定対策です。
○○を埋めてください。

(2) 平成 17年度スポーツ栄光賞を受賞された
のは何団体・何個人でしたか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
３月20日 ( 月 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の答えは、
(1)137㌢ (2)２月８日～３月15日でした。
抽選の結果、京谷明日香さん（街道）、鎌田 
修さん（今戸）、三浦哲男さん（綱木沢）に
テレフォンカードをお送りします。

広報クイズ　No.175

～15日 R

　３　日 T

　５　日 O

13日 P

15日 R

16日 S

21日 Q

22日 R

　６　日 S

　〃

　７　日 T

住民税申告相談（役場大会議室）

こどもセンターひなまつり会

井川町婦人会総会
（町農村環境改善センター）

井川中学校卒業式（13：30）

井川小学校卒業式（10：00）

こどもセンター卒園式（10：00）

春分の日

小・中学校春季休業（４月４日まで）

井川小学校入学式（10：00）

井川中学校入学式（13：30）

こどもセンター入園式（10：00）

の３月

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

3月    6 日
 20 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

9：30 ～ 11：30
健康センター等

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

3 月   7 日
（火）

1歳6ヵ月児
健 診 Ｈ16年６月～８月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

2 歳 児
歯科検診 Ｈ15年10月～12月生 歯科検診

12：30 ～ 13：00
健康センター

3 月 14 日
（火）

すくすく
学 級 H17年12月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ17年11月､8月、5月、
3月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので、１時までに受付を済ませてください。

予防接種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

3 月   2 日
（木）

麻 し ん
予 防 接 種

Ｈ16年11月30日～Ｈ17年3月3日生児
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

3 月 30 日
（水）

風 し ん
予 防 接 種

Ｈ15年3月28日～Ｈ17年3月31日生児
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

※Ｈ18 年４月から麻しん・風しん混合ワクチンに変わります。どちらか片方のみの
接種、またはどちらかにかかったことのある方は、この機会に接種することをお
すすめします。

食生活改善推進員養成講座及び協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

3 月 17 日
（金）

・レクダンス
・調理実習
・平成17 年度事業の反省

9：30 ～ 12：00
農環センター

保健だより●３月分

ぼくたち、
むしば なかったよ
２歳児・３歳児歯科検診で、

むし歯のなかったこどもたちです

藤田　楓
カエデ

ちゃん
（さくら）

伊藤咲
サキエ

絵ちゃん
（上 村）

津田航
コウスケ

佑ちゃん
（小今戸）

伊藤明
ア ス カ

日香ちゃん
（今 戸）

伊藤茉
マ ナ

称ちゃん
（さくら）

藤田晴
ハルヒコ

彦ちゃん
（新屋敷）
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

Talking About Family
家族についての会話

Tom : How many people are in your family,Jack?
トム：（ジャック、君は何人家族なの？）

Jack : Let's see... twenty three.
ジャック：（え～っと、23人かな。）

Tom : Wow ! That's a big family !
（ええっ！それは大家族だねぇ！）

Jack :Yes, well, there are only four of us in my 
house: my mother, father,brother, and me.
（うん、でも僕の家には４人しかいないよ。お母さんと
お父さんと兄と僕。）

Tom : Who are all the other people?
（その他のみんなは誰なんだい？）

Jack :On my Dad's side, I have two uncles, one 
uncles, one aunt, two cousins, and my 
grandmother. On my Mom's side, I have 
two uncles, three aunts, seven cousins, and 
my other gransmother.
（父方では、おじさんが２人、おばさんが１人、いとこが
２人そしておばあさんです。母方では、おじさんが２人、
おばさんが３人、いとこが７人、そしておばあさんです。）

Tom :Your must have fun with so many cousins.
（君はそんなにたくさんのいとこたちといっしょで楽し
いだろうね。）

Jack :I sure do ! How about you, Tom?
（まったくそのとおりなんだ！トム、君の家族は何人なの？）

Tom :There are only six of us:my mother, father, 
sister, brother-in-law, and my neice.
（たった６人家族だよ。お母さん、お父さん、お姉さ
ん、義理のお兄さん、そして姪が１人。）

藤田 倫治さん (新屋敷 )

スポーツ選手になって、
試合で活躍したいです。

安田 観菜さん ( 新間 )

保育士さんになって、
子供たちに笑顔でお世
話したいです。

森田 倫子さん (小今戸 )

子供が好きなので保育
士さんになりたいです。

182

村上 拓斗さん ( 街道 )

プロ野球選手になって、
三冠王になりたいです。

門間 邦維さん ( 井内 )

ＪＢＬにいって、アイ
シンの選手になりたい
です。

秋田商業高校
柔 道 部

菅生 瑞穂さん（２年・井 内）

高橋 　保さん ( 大台 )

そば職人になって、お
いしいおそばを作りた
いです。

と
話
す
。
全
国
の
強
豪
た
ち
と
の
対
戦
か
ら

「
パ
ワ
ー
不
足
を
実
感
。
負
け
て
学
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
力
を
つ
け
な
い
と

上
位
に
は
行
け
な
い
」
と
闘
志
を
み
な
ぎ
ら

せ
る
。

中
学
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
大

野
地
町
内
の
パ
ワ
ー
ジ
ム
（
代
表
・
伊
藤
和

弘
氏
）に
も
足
し
げ
く
通
う
。「
部
活
練
習
後
、

夜
９
時
頃
か
ら
特
別
に
ジ
ム
を
開
け
て
も
ら

い
、
週
に
１
、２
回
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続

け
て
い
ま
す
。
努
力
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
勝

ち
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
る
か
ら
」
と
負
け

ず
嫌
い
と
評
す
一
面
を
垣
間
見
せ
た
。

今
年
か
ら
階
級
を
57
㌔
級
に
上
げ
る
。
全

県
を
制
し
た
52
㌔
級
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な

い
。「
支
え
て
く
れ
る
人
達
に
笑
顔
で
報
告

し
た
い
」
挑
戦
す
る
気
持
ち
と
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
高
校
最
後
の
夏
を
見
据
え
る
。

「
球
技
向
き
の
性
格
で
は
な
い
の
で
…
」、

中
学
校
入
学
時
の
柔
道
を
始
め
た
時
の
こ
と

を
振
り
返
り
、
そ
う
話
し
て
笑
み
を
浮
か
べ

た
の
は
秋
商
・
柔
道
部
の
菅
生
瑞
穂
さ
ん
。

昨
夏
、
２
年
で
臨
ん
だ
県
大
会
で
は
52
㌔

級
で
全
県
優
勝
を
果
た
し
、
千
葉
で
開
催
さ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
ベ
ス
ト
16
入
り
。

自
身
の
全
国
16
強
を
「
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
」
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板
垣　

美み
さ
き咲
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

１歳のお誕生日おめでとう。

あんよも上手になってきたので、

雪が溶けたらエースと散歩しようね！

赤ちゃんが生まれたら

お手伝いよろしくね、お姉ちゃん。

　

父
・
政
範
さ
ん

羽
立
町
内

母
・
清
子
さ
ん

井川短歌会詠草

愚
痴
る
こ
と
も
度
重
な
れ
ば
薄
ら
ぎ
て
連
日
降
る
雪
か
さ
寄
せ
て
お
り 

伊
藤
ミ
ヤ
子

早
春
の
土
持
ち
上
げ
て
ク
ロ
ッ
カ
ス
黄
色
・
紫
に
蕾
ふ
く
ら
む 

伊
藤　

陽
子

庭
の
木
々
雪
に
埋
れ
て
頭
だ
け
出
し
て
春
待
つ
眺
め
い
る
吾
も 

児
玉
千
代
子

降
る
雪
を
背
中
に
乗
せ
て
た
そ
が
れ
の
川
瀬
に
浮
く
は
夫め
お
と婦
の
鴨
か 

小
林　

喜
作

満ど

う

だ

ん

天
星
の
垣
に
積
も
り
し
雪
掘
れ
ば
赤
き
冬
芽
の
確し
か

と
出
で
お
り 

遠
藤
恵
美
子

老
い
独
り
暮
ら
し
の
寂
し
み
如
何
ば
か
り
厳
し
き
冬
を
よ
く
ぞ
耐
え
た
り 

鈴
木　

鉱
造

父
訪
え
ば
時
に
は
逝
き
し
母
の
こ
と
を
「
ば
あ
さ
ん
い
い
な
」
と
淋
し
げ
に
い
う 

鈴
木
ヒ
ロ
子

嫁
に
来
て
心
開
き
し
友
逝
き
て
吾
も
老
い
に
き
終つ
い

の
日
お
も
わ
る 

小
林　

タ
ミ

独
り
居
の
我
を
は
げ
ま
し
村
人
ら
言
葉
か
け
く
る
る
を
力
と
な
せ
り 

工
藤　

美
穂

吹
雪
く
日
に
腰
痛
み
お
れ
ば
身
に
纏ま
と

う
母
の
形
見
の
ど
ん
ぶ
く
温
し 

伊
藤
千
代
美

総
選
挙
あ
る
た
び
日
本
が
夢
の
国
に
生
ま
れ
変
わ
る
如
き
錯
覚
抱
く 

す
ず
き
い
さ
む

みんなのひろば

「
や
す
ら
ぎ
」
は
ち
び
っ
こ
広
場
の

一
番
奥
に
置
か
れ
て
い
る
。
夏
、
白

い
御
影
石
の
台
座
の
上
に
置
か
れ
た

親
子
の
カ
バ
は
、
子
供
を
背
に
嬉
し

そ
う
に
顔
を
上
向
け
て
、
丸
い
く
り

く
り
し
た
目
を
見
は
っ
て
い
た
。

曲
面
の
つ
ら
な
る
大
き
な
体
も
首

も
、
子
供
た
ち
に
は
と
て
も
触
り
心

地
が
良
い
よ
う
で
、
つ
る
つ
る
と
あ

ち
こ
ち
を
な
で
回
し
な
が
ら
、
最

後
は
や
っ
ぱ
り
我
慢
で
き
な
い
か

の
よ
う
に
、
小
さ
な
耳
に
手
を
か
け

て
背
中
に
ち
ょ
こ
ん
と
ま
た
が
っ
て

い
る
。
ま
っ
た
く
楽
し
い
光
景
で
あ

る
。
新
谷
の
「
ど
こ
か
愛
嬌
が
あ
っ

て
憎
め
な
い
ポ
ー
ズ
に
思
わ
ず
さ
わ

っ
て
、
触
れ
て
、
遊
ん
で
み
た
く
な

る
…
」
と
い
う
た
く
ら
み
は
、
も
の

の
見
事
に
子
供
た
ち
の
心
を
と
ら
え

た
よ
う
だ
。

先
日
、
ま
た
国
花
苑
を
訪
ね
て
み

た
。
二
頭
の
カ
バ
さ
ん
の
冬
の
表
情

を
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
今
年
は
例
年
に
な
い
豪

雪
だ
っ
た
か
ら
、
一
面
の
雪
の
原
っ

ぱ
だ
け
か
も
と
い
う
不
安
は
あ
っ
た

が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
晴
れ
間
に
車

を
走
ら
せ
た
。
や
や
固
め
の
雪
を
踏

み
し
め
て
カ
バ
の
親
子
を
目
指
し
、

足
跡
の
な
い
雪
の
中
を
せ
っ
せ
と
歩

く
。
夏
に
見
た
ど
っ
し
り
し
た
巨
体

は
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
広
場
の
端

ま
で
来
て
、
こ
の
辺
だ
っ
た
ろ
う
か

と
ひ
ょ
い
と
足
元
を
見
る
と
、
雪
の

中
に
の
ぞ
い
た
小
さ
な
目
と
鼻
。
よ

く
映
像
で
見
る
水
の
中
の
カ
バ
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
ま
り
に
リ
ア

ル
な
表
情
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

国
花
苑
の
四
季
が
作
り
替
え
る
彫

刻
の
表
情
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
多

分
、
新
谷
は
苑
地
の
四
季
を
見
届
け

て
カ
バ
の
親
子
を
送
り
込
ん
だ
の
だ

ろ
う
。
ま
た
新
し
い
国
花
苑
の
魅
力

を
発
見
し
て
、
ち
ょ
っ
と
得
を
し
た

気
分
で
あ
る
。

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長

小
笠
原　

光

（花崗岩／ 130 × 200 × 100 ㎝）

やすらぎ

新
しん

　谷
たに

　一
いち

　郎
ろう

新
谷
一
郎
／
一
九
五
六
年
大
阪
府
に
生

ま
れ
る
。
松
阪
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

大
垣
市
野
外
彫
刻
展
、
播
磨
新
宮
石
彫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
出
展
多
数
。

～　20　～
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※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
５
９
２　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
情
報
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

▼
例
月
と
比
べ
２
、
３

日
少
な
い
だ
け
で
ど
こ

か
駆
け
足
で
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
２
月
。

何
か
と
世
間
を
騒
が
せ

て
い
る
数
々
の
報
道

ニ
ュ
ー
ス
に
は
疑
心
ば

か
り
が
募
り
、
や
り
き

れ
な
い
思
い
が
残
る
始

末
。
こ
ん
な
時
こ
そ
明

る
い
話
題
が
聞
き
た
い

も
の
▼
こ
こ
連
夜
、
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
付
け

に
さ
れ
た
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
。
中
で
も
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
・
女
子
シ
ン
グ
ル
の
荒

川
静
香
選
手
の
金
メ
ダ
ル
は
、
多
く
の
フ
ァ

ン
が
身
を
震
わ
せ
た
に
違
い
な
く
、
本
番

で
こ
そ
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

す
る
姿
に
畏
敬
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
▼
試
合
後
の
笑
顔
に
は
凛
と
し

た
爽
や
か
さ
が
あ
ふ
れ
、
過
ぎ
る
こ
と
が

無
い
同
選
手
の
姿
勢
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の

美
徳
」
す
ら
感
じ
入
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
イ
ッ
ク
に
技
を
追
及
す
る
競
技
性
質

や
自
身
の
性
格
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
礼
節
を
持
っ
て
己
を
崩
さ
な
い
態

度
は
見
て
い
て
心
地
が
良
い
感
動
を
覚
え

ま
し
た
▼
去
る
２
月
15
日
、
平
成
17
年
度

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
選
考
が
行
な
わ
れ
、

５
団
体
・
22
個
人
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
光
賞

が
決
定
。
昨
年
は
小
・
中
学
、
一
般
の
３

区
分
で
全
県
大
会
を
制
し
た
相
撲
団
体
を

は
じ
め
、
多
く
の
選
手
た
ち
が
町
の
話
題

を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
▼
さ
て
３
月
、
秋

田
市
で
行
な
わ
れ
る
東
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
井
川
小
男
子
ス
ポ
少
が

出
場
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
を―

。
け

編集雑記�

夫
婦
で
高
齢
大
学
に
通
い
始
め
て
丸
９
年
。

今
年
度
、
共
に
井
川
高
齢
大
学
・
博
士
課
程
を

修
了
し
た
の
伊
藤
豊
さ
ん
・
ヨ
シ
さ
ん
ご
夫
婦

（
街
道
）
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

井
川
高
齢
大
学
の
入
学
資
格
は
町
内
に
住
む

満
60
歳
以
上
の
方
。
大
学
課
程
４
年
、
大
学
院

課
程
２
年
、
博
士
課
程
が
３
年
で
、
博
士
過
程

修
了
後
は
研
究
生
と
し
て
在
学
し
、共
に
学
ぶ
。

「『
郷
土
史
』
が
好
き
で
齋
藤
肇
さ
ん
（
赤
沢
）

の
講
義
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。
次
回
か
ら
江
戸

時
代
に
入
る
ん
だ
よ
」

と
笑
顔
の
豊
さ
ん
。
70

代
に
成
り
始
め
の
頃
、

体
調
を
崩
し
た
こ
と
を

機
に
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
求
め
て
高
齢
大
学

に
通
い
始
め
た
そ
う
。

今
年
２
月
に
は
80
歳

を
迎
え
、
手
記
に
そ
の
思
い
を
論
語
の
一
節

を
用
い
て
「
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
生
は
老
い

な
い
。
理
想
を
失
う
と
き
に
初
め
て
老
い
が
来

る―

。
楽
し
く
明
る
く
八
十
路
を
ゆ
っ
く
り
歩

く
こ
と
に
し
ま
す
」
と
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
妻
の
ヨ
シ
さ
ん
も
「
コ
ー
ラ
ス
仲
間

が
高
齢
大
学
で
作
っ
た
素
敵
な
手
芸
カ
バ
ン
を

持
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
私
も
…
」
と
思
い
、

豊
さ
ん
と
共
に
入
学
。「
昨
年
は
園
芸
を
専
攻

し
、
魔
法
の
鉢
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
た

め
に
な
る
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仲
間
た

ち
と
会
い
、
元
気
を
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
」

と
目
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

『学びの楽しさ』

♪ 

く
よ
く
よ
す
る
な　

夢
を
も
て

　
　

 

こ
ん
な
お
も
し
れ
え　

ど
こ
も
あ
る

　
　
　

長
生
き
し
で
え
ひ
と　

み
な
お
い
で

　
　
　
　

高
齢
大
学　

え
え
ど
こ
ろ

（
「
若
が
え
り
の
う
た
」
の
一
小
節
）

ド
ン
パ
ン
節
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
「
若
が

え
り
の
う
た
」が
斉
唱
さ
れ
る―

。
３
月
24
日
、

町
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
井
川
高
齢
大
学
卒
業

式
並
び
に
終
了
式
か
ら
。

伊藤　豊　さん
（街道）

　　ヨシさん


